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は じ め に

富士見市に市制が施行された昭和 47 年(1972)の秋、『富士見文化財かるた』が制作されま

した。このかるたは、郷土かるたブームの先駆けとなり、市民主体の文化運動としても注目を

あびました。

この展示では富士見文化財かるたの実物と、制作の背景や技法を紹介します。合わせて、

市内で制作された各種のカルタや同時期・近隣の郷土カルタも紹介します。また、カルタで

取り上げられた文化財の現在の姿も紹介します。

なお、解説文では敬称を省略させていただきました。ご了承ください。

この展示の準備にあたって、資料調査および収集に、多くの個人、企業、公共機関から御教

示、御協力をいただきました。ここに記し、感謝を申し上げます。

協 力 者

浅井孝 伊藤正和 菅沼重夫 たき△れんたろう 中山フジ江 原洋子 山口勇 若槻英隆

朝日新聞社 伊丹市教育委員会・同市立図書館 入間市博物館 大牟田市立三池カルタ歴史資料館

鹿嶋市教育委員会 熊谷市立熊谷図書館・同郷土資料展示室 埼玉県立図書館

彩の国ビジュアルプラザ 坂戸市教育委員会 狭山市立入曽公民館 所沢市教育委員会

府中市郷土の森博物館 水谷東地区社会福祉協議会

富士見市秘書広報課 富士見市立針ヶ谷小学校 同 関沢児童館 同 鶴瀬公民館 同 水谷東公民

館

例 言

1．この資料は、富士見市立難波田城資料館が平成 25 年 10 月 19 日(土)から 26 年 1 月 13 日(祝)まで開催
する、平成 25 年秋季企画展「郷土かるたの富士見」の展示解説である。

2．この展示では、展示図録は作成しないが、印刷資料の要望があることから、内製のパンフレットを作成
することにした。展示内容が大きく２つに分れるため、パンフレットも２つに分けた。本書はそのうち
カルタそのものを中心とする部分をまとめたものである。

3．図版掲載した資料のうち、借用資料の所蔵者は個々に示した。
4．本企画展の企画・構成および、この資料の執筆・編集は、当館学芸員早坂廣人が担当し、山野健一と田
ノ上和宏が補佐した。

5．この資料に掲載した写真も早坂が撮影したが、1点のみ借用した。
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1. 郷土カルタの成立と展開

1.1. いろはカルタの展開
特定の地域に固有の事物（史跡、景勝地、偉人、産

物など）をテーマとして読み句が選ばれたカルタ（通
常はいろはカルタ）を「郷土カルタ」と呼んでいる。
単に「いろはカルタ」というと「犬も歩けば…」で

はじまる江戸系いろは譬(たとえ)カルタ（犬棒カルタ）
を指すことが多いが、犬棒カルタが出現した江戸時代
にはすでに、役者カルタや化物カルタ等、各種のいろ
はカルタが出現している。いろは頭置文芸や、物尽し、
絵尽しが、いろはカルタという定型に吸収されていっ
たのである。札という形態を取らずとも、いろはを頭
置した語句のセットだけでも「歌留多」「かるた」と
呼ぶようになった。以下、札が確認できないものにつ
いては「カルタ読み句」と呼び分けることがある。
江戸いろはカルタの全国への普及は、大正の頃とい

う。同じ頃、児童教育への関心も強まり、各種の創作
かるたが盛んになった。世相カルタ（『震災かるた』
など）、人気者かるた（『オトギカルタ』など）、教訓
カルタ（創作カルタだけでなく、いろは譬えカルタで
も当時の価値観で不道徳な句は入替えられた）、学習
カルタ、その他さまざまである。少年少女雑誌の付録
として作られたものも多い。
学習カルタのバリエーションのひとつとして郷土カ

ルタが出現した。現在知られている最古の郷土カルタ
は『横濱歴史イロハカルタ』(1923)であり、戦前の例
は 20 種ほど知られている(以下、統計値は web サイ
ト『郷土かるた館』のデータに基づく)。そのうち 14
点が昭和 6～ 9年(1931-34)の 4 年間に集中している。
この時期の小ブームは、この頃に推進された郷土教育
運動との関係が指摘されている(原口・山口 1995)。
既知の例は地域が分散し、また学校との関係が明瞭な
ものが過半を占めており、推測の裏付けとなる。郷土
カルタの素材を提供した資料として、地域の文化人に
よる名所尽しや、郷土誌（政府の主導により明治末期
と昭和初期に各村で編纂された）が想定される。
日中戦争の開始(1937)から新憲法施行(1947)までの

期間に作成された郷土カルタは確認されていない。こ
の期間を特徴付けるのは、時局に沿った価値観を子供
（少国民）に学ばせようとする教訓的なカルタである。
戦中には『愛国コドモカルタ』（昭和 15 年）、『愛

国いろはかるた』（少国民文化協会、昭和 18 年）な
どがあり、終戦直後には『平和カルタ』（昭和 20
年？）、『新いろはかるた（新憲法カルタ）』（憲法普
及会、昭和 22 年）などがある。比較すると、社会の
価値観の変化と混乱が如実に表れている。筆頭札［い］
を例にすると、
『愛国いろはかるた』は「伊勢の神風敵国降伏」
『新憲法カルタ』は「いくさをなくす新憲法」
ところで、いろは譬えカルタの読み句の字数は、京

かるたでは 8 字前後が中心であり、江戸かるたでも、
12 字前後（七五型とそれに近いもの）が増えたが 7
字前後が中心であることには変りなかった。大正から
戦前にかけて、一つのかるたの読み句を七五調か五七
五調で統一する傾向が強まった。少国民向けカルタで
は、句調が整っていない愛国コドモカルタを除く 3例
が七五調（七七調を含む）にまとまっている。

1.2. 『上毛かるた』の出現
終戦直後の価値観の混乱期に出現したのが『上毛か

るた』(1947)であった。戦争被災者や生活に苦しむ人
々への福祉活動を展開していた群馬県同胞援護会が、
児童福祉活動のひとつとしてカルタを制作し県大会も
開催した。制作の中心となった浦野匡彦(1910-1986)

まさひこ

は、占領下にあっても郷土愛を育むことが愛国心、人
類愛につながるという思想を抱いていた。このためカ
ルタの所々に「日本」という言葉が出現する（筆頭札
も「(い)伊香保温泉日本の名湯」）。出版物・玩具に不
足していた当時、上毛かるたは歓迎され、初年度に 1
万 2 千部、平成 24 年までに累計 140 万部も発行して
いる。
句調は 44 句のうち七五調が 22 句、七七調が 17 句、

五七五が 3 句となっている（その他 2 句）。短い字数
のため形容句＋固有名詞の句が多く、「さっぱりした
上州人気質に合っている」と評されている。
なお、群馬県同胞援護会を引継いで上毛かるたの発

行を続けてきた群馬文化協会は、著作権と商標権を群
馬県に譲渡して解散する方針を、平成 25 年 10 月 19
日に決定した。
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第 1図 上毛かるた（改訂版）

1.3. 『熊谷いろはカルタ』
『上毛かるた』は郷土カルタの王様と呼ばれ、群馬

県民に親しまれているが、他県に大きなブームを起す
ことは無かった。昭和 43 年(1968)までに全国で制作
された郷土カルタは十数例（うち 3 例が群馬県）が
知られるのみである。
その数少ない例の中に、熊谷市の郷土史家によるカ

ルタ（読み句のみ）が存在する。
熊谷市は埼玉県北部の中心都市で、昭和 20 年

(1945) 8 月 15 日に“最後の空襲”を受けた。熊谷に
は戦前に「熊谷郷土会」があり、昭和 17 年までに７
号の『熊谷郷土会誌』を出していた。この会が戦後に
再興したのが「熊谷市郷土会」である。同会は昭和 25
年に『熊谷市郷土会誌』創刊号を出した。これに、戦
前に熊谷市長を務めた斎藤茂八(1885-1964)が「熊谷
いろはがるた」を掲載した。昭和 47 年に栗原益二に
より解説書が書かれたカルタの初出である（このカル
タはこれまで製作年が不明であったが、熊谷市立図書
館郷土資料展示室によって、非公開書庫から当該資料
が発見された）。ようやく歴史研究が再開できる程度
に復興したことを証する号に、元市長が郷里の名所・
偉人を並べ上げることは、実に象徴的である。掲載誌
の目次には“新作熊谷いろはがるた 斎藤茂八”とあ
り、本文の末尾に“文責 高木”（高木幹雄であろう）
とあることから、この時に高木を筆記者としながら作
成したものとしてよい。“新作”の語は、それ以前に“旧
作”がある疑いも抱かせるが、郷土史研究誌という性
格上、史料からの紹介と誤解されないための表現と考
えてよいだろう。今のところ全体が確認された県内最
古の郷土カルタ読み句である。

斎藤はのちに著書『苔の花』(1960)をまとめた。そ
の中に前記読み句を改作した「熊谷いろはカルタ」が
収められている。さらに、熊谷市郷土会の流れを汲む
熊谷市郷土文化会の『熊谷市郷土文化会だより』2 号
(1962)にも「熊谷いろはカルタ」が載っている。これ
は斎藤のものとは別内容で、署名は無いが編集者の日
下部朝一郎の作と思われる。
これらのいずれも、カルタとして札が印刷されたこ

とは確認できない。熊谷市全体を対象とした郷土カル
タで、札の印刷が確認できるものは、熊谷市郷土文化
会誌 49 号(1994)に発表され、2003 年に市立図書館
が印刷した「熊谷郷土カルタ」（中島迪武・作）まで
降ることになる。
時間を巻き戻す。上毛かるたは、昭和 43 年(1968)

に改訂された。字札（読み句）の改訂は一部で、絵札
が全面的に描き直された。経済の復興・高度成長によ
り印刷環境が整備され、写実的な表現が可能になった
ことが大きな理由とされる。累計発行部数の 8 割は
この改訂版で、影響を受けた郷土カルタのほとんども
改訂以降に発行されていることから、改訂版を参考に
している。結果的にブームに備えたお色直しとなった。
なお、新聞紙上でのみ確認できている、県内最古の

可能性がある郷土カルタとして、『比企郷土カルタ』（比
企文化社）がある。昭和 24 年(1949)4 月 25 日の埼
玉新聞 2 面に「比企郷土カルタ募集」の記事があり
（記事中で“再募集する”との表現有り）、6 月 19 日の
同紙 2 面に入選作が決った旨の記事がある。また、
埼玉新聞は昭和 29 年 12 月に 1 面で『埼玉郷土いろ
はかるた』を募集した。翌年元日号の付録で公表され
たはずだが、紙面が確認できていない。
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1.4. 文化財愛護カルタの登場（伊丹）
高度経済成長のさなかの昭和 41 年(1966)5 月、文

化財保護委員会（43 年に改組して文化庁）から「文
化財愛護シンボルマーク」が発表された。このマーク
は，ひろげた両掌の形で日本建築の斗きょうのイメー
ジを表し、これを三つ重ねて文化財を過去・現在・未
来にわたり伝承してゆく精神を象徴したものである。
この年から、「文化財愛護地域活動」が推進され、モ
デル地区が指定された。その推進要綱によると“一定
の地域社会…の住民が…学習の機会を積極的に設けて
文化財に関する知識・理解を深めるとともに、各種団
体による組織活動をとおして、文化財の巡視、清掃等
の奉仕活動を行い、文化財を滅失、き損等の事故から
守るための日常実践活動を進めるもの”であった。
モデル地区は 2 ヵ年単位で選ばれ国の財政支援を

受けた。第 2 期である昭和 43・44 年度のモデル地区
に選ばれた 30 市町村の中に、兵庫県伊丹市と茨城県
鹿島町（現・鹿嶋市）が含まれていた。
伊丹市は、万葉集以来の歴史のある町であるが、昭

和 30 年代に阪神間のベッドタウンとして宅地開発が
進んでいた。それに対して文化財保護への関心か高ま
り、伊丹市文化財保存協会(S.38 結成)などの活動が繰
広げられていた。昭和 41 年には、公団住宅の児童に
よる「寺本公団文化財愛護少年団」が結成されていた。
少年団の活動のひとつとして、42 年 1 月に『文化財
愛護かるた』、翌年に『文化財愛護すごろく』が作成
された。カルタは読み句・絵ともに団員が作り、自分
たちのカルタ大会に使った。それまで、郷土カルタの
作者といえば、その土地の先祖代々の住人であった。
伊丹市では逆に、異なる地域に由来する子どもたちに
集団性を育むための活動から、郷土カルタが生まれた
のである。そして、郷土カルタの目的に、郷土を知る
・愛郷心を育むにとどまらず、文化財愛護を加えたの
である。正式名称に地域名を含まないことが象徴的で
ある。
モデル地区に指定後の 44 年 12 月、手製のカルタ

の文字を活字に代えて、伊丹市文化財保存協会が刊行
した。そして 45 年からの全市の子供によるカルタ大
会に市長杯がかけられた（この大会は 40 年以上継続
して開かれたが、現在は中断しており、再開が検討さ
れているという）。

1.5. 文化財愛護カルタの展開（鹿島）
鹿島町もまた、鹿島神宮を中心に開けた歴史ある町

である。しかし、昭和 38 年(1963)に事業を開始した
鹿島臨海工業地帯の開発により、地域の姿が急速に変
ろうとしていた。これに対して、昭和 41 年に「鹿島
文化研究会」が発足していた。そして、文化財愛護モ
デル地区に選ばれた 43 年には「文化財愛護協会」が
結成された。この協会の活動のひとつとして、昭和 45
年(1970)に『文化財愛護かるた』を作成した（発行日
は翌年 1 月 1 日）。読み句を町民から募集し、町在住
の画家に絵を依頼した。読み句の公募と画家への依頼
は、以後、郷土カルタの典型的な作成方法となった。
文化財愛護モデル地区の活動内容は、文化庁による

事例集の発刊や文化財愛護全国研究集会などで、他の
モデル地区にも情報の共有が図られていた。関係者の
直接的な言及は目にしていないが、鹿島町のカルタは
同じ名称の伊丹市例を参考に発案した可能性が高い。
ただし、それのみでなく上毛かるたも参考にした可能
性がある。字札の裏に解説文があり、句形の構成（七
五型が過半を占め、七七型が補い、僅かに五七五型を
含む）が良く似ているのである。

1.6. 「郷土カルタ」への回収（府中）
鹿島例を参考にしたであろう事例に、『武蔵府中郷

土かるた』があげられる（S.48=1973.1 発行）。後述
の富士見文化財かるたと同時期に編纂されていたカル
タである。このカルタと鹿島例の類似は、句形・裏面
の解説の共通にとどまらず、イロハ順の筆頭札も「い
の一番に鹿島神宮」に対し「いちばんはじめに武蔵の
国府」なのである。
一方、地域名＋"郷土" という名称は、昭和初期の小

ブームでは普通だったが、戦後では稀なものであった。
都内、特に多摩地区では、同形式の名称のかるたが続
出した。文化財保護そのものをテーマにした札が無い
ことが名称と一致する。付属する別紙には、表 にテ

おもて

ーマとなった事物の案内地図、裏に読み句一覧表と、
分類別のテーマ：読み句対応表がある。このような別
紙は、以後類例が多い。
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第 2図 文化財愛護かるた（伊丹市）

第 3図 文化財愛護かるた（鹿島町）

第 4図 武蔵府中郷土かるた
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1.7. 郷土カルタブーム
インターネットサイト『郷土かるた館』のデータ（環

境・食育カルタ以外で新規作成したものを集計）では、
1958 年～ 1967 年に制作された郷土カルタは 2 件の
みである。68 年以降は毎年欠かさず作成され、73 年
に、1933・34 年に記録された年間最多の 4件に並び、
なお 2 年で 2 倍のペースで増加して 79 年の 28 件で
小ピークに至る。80-90 年代は、年間 17 件から 39
件の間で増減を繰返しながら、平均 27.5 件のペース
で作成される。90 年代末期にペースが低下したが、
2001 年以降一転して増勢に転じ、2009 年に 117 件
を記録する、という変化をたどっている。
この変化については、調査方法による偏りの影響も

考えられる。調査者は、公立図書館の蔵書データベー
スやインターネット検索により情報が得られたカルタ
を網羅したとのことである。公立図書館は 70 ～ 80
年代に整備が進んだため、それ以前と以後では図書館
への寄贈による捕捉率が異なるであろう。また、日本
でインターネットが一般に普及したのは 2000 年代で
あり、それ以降はネットでの捕捉率が高まったはずで
ある。そのような要素を差引いても、70 年代の増加
および 80 年代の定着、2000 年代の増加については
実態を反映していると見られる。なぜなら、郷土カル
タの制作動機に示された社会背景と整合的だからだ。
70 年代、高度経済成長の行き詰りから、古代史ブ

ームや「ディスカバージャパン」に代表される歴史回
顧・地方回帰の風潮が強まった。大都市近郊で拡大し
ていたベッドタウンでは、それが地元の歴史を知ろう
という動きとなり、その結晶が郷土カルタだった。ま
た、回顧ブームの一端としてイロハカルタへの関心も
高まっていた。74 年に刊行された『別冊太陽 いろは
かるた』では郷土カルタを紹介するページもあり、ブ
ームの一助となった。
80 年代には「地方の時代」が呼号され、また、冷

戦終結と平成への改元による時代転換の感覚も、90
年代にブームを維持する役割を果した。2000 年代は、
新世紀という動機とともに、市町村合併の影響が大き
い。合併の有無に関わらず、自治体単位への関心が高
まったのである。
都道府県別の傾向も見ておこう。全国で 1725 件確

認されているうち、都道府県別のベストファイブは、1
位群馬 119 件、2位埼玉 99 件、3 位長野 84 件、4 位
東京 78 件、5 位北海道 63 件となる。郷土カルタは
自治体を単位に制作される場合が多いことから、平成

の大合併直前の 1999 年 4 月現在の市区町村数+1(都
道府県)を分母として、延べ制作率(同じ自治体内で複
数制作している場合も含む)計算すると、全国的には
53.4 ％、ベストファイブの 5 都府県が 100 ％を越え
ており、1 位群馬 168 ％、2 位神奈川 163 ％、3位東
京 124 ％、4位大阪 111 ％、5位埼玉 106 ％となる。
盤石の群馬王国の他はベッドタウンが多い都府県で占
められている。なお、神奈川県は横浜と川崎という 2
つの政令市の、行政区単位のカルタによって率が高く
なっている。
埼玉県が、数においても「第 2の郷土カルタ王国」

と呼ばれることが裏づけられた。それだけではない。
郷土カルタブームが立ち上がっていく 70 年代前半、
最も多くの郷土カルタが制作されたのが埼玉県であ
り、その中でも富士見文化財かるたが大きな位置を占
めているのである。以下、富士見文化財かるたを中心
に、埼玉県南西部の郷土カルタの動向を見ていく。
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第 5図 郷土カルタの年別制作数

年 件    　        50           100

1963 1 |

1968 1 |

1969 1 |

1970 1 |

1971 1 |

1972 2 ||

1973 4 ||||

1974 7 |||||||

1975 9 |||||||||

1976 12 ||||||||||||

1977 19 |||||||||||||||||||

1978 23 ||||||||||||||||||| ||||

1979 28 ||||||||||||||||||| |||||||||

1980 26 ||||||||||||||||||| |||||||

1981 22 ||||||||||||||||||| |||

1982 26 ||||||||||||||||||| |||||||

1983 31 ||||||||||||||||||| ||||||||||||

1984 29 ||||||||||||||||||| ||||||||||

1985 34 ||||||||||||||||||| |||||||||||||||

1986 22 ||||||||||||||||||| |||

1987 34 ||||||||||||||||||| |||||||||||||||

1988 24 ||||||||||||||||||| |||||

1989 39 ||||||||||||||||||| ||||||||||||||||||||

1990 27 ||||||||||||||||||| ||||||||

1991 17 |||||||||||||||||

1992 29 ||||||||||||||||||| ||||||||||

1993 30 ||||||||||||||||||| |||||||||||

1994 36 ||||||||||||||||||| |||||||||||||||||

1995 28 ||||||||||||||||||| |||||||||

1996 27 ||||||||||||||||||| ||||||||

1997 24 ||||||||||||||||||| |||||

1998 22 ||||||||||||||||||| |||

1999 20 ||||||||||||||||||| |

2000 28 ||||||||||||||||||| |||||||||

2001 50 ||||||||||||||||||| |||||||||||||||||||||||| |||||||

2002 34 ||||||||||||||||||| |||||||||||||||

2003 68 ||||||||||||||||||| |||||||||||||||||||||||| |||||||||||||||||||||||| |

2004 64 ||||||||||||||||||| |||||||||||||||||||||||| |||||||||||||||||||||

2005 82 ||||||||||||||||||| |||||||||||||||||||||||| |||||||||||||||||||||||| |||||||||||||||

2006 81 ||||||||||||||||||| |||||||||||||||||||||||| |||||||||||||||||||||||| ||||||||||||||

2007 97 ||||||||||||||||||| |||||||||||||||||||||||| |||||||||||||||||||||||| ||||||||||||||||||||||||| |||||

2008 109 ||||||||||||||||||| |||||||||||||||||||||||| |||||||||||||||||||||||| ||||||||||||||||||||||||| |||||||||||||||||

2009 117 ||||||||||||||||||| |||||||||||||||||||||||| |||||||||||||||||||||||| ||||||||||||||||||||||||| |||||||||||||||||||||||| |

2010 114 ||||||||||||||||||| |||||||||||||||||||||||| |||||||||||||||||||||||| ||||||||||||||||||||||||| ||||||||||||||||||||||

2011 84 ||||||||||||||||||| |||||||||||||||||||||||| |||||||||||||||||||||||| |||||||||||||||||

2012 72 ||||||||||||||||||| |||||||||||||||||||||||| |||||||||||||||||||||||| |||||

第 6図 郷土カルタの都道府県別制作数
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2. 富士見文化財かるたの登場

2.1. 富士見市郷土史同好会
富士見市の文化財保護のあゆみには、石造文化財の

調査研究が大きな柱となってきた。
昭和 30 年(1955)頃、鶴瀬中学校の教員だった山口

和夫が、「日待板碑」の探索を始めた。38 年(1963)、
山口により村内の『板碑収録』がまとめられ、村教育
委員会からガリ版刷で発行された。
昭和 43 年(1968)の暮、水子貝塚の国史跡指定の答

申があり、それを伝える社会教育だよりで、将来資料
館に展示する郷土資料の寄贈が呼びかけられた。
翌年の社会教育だよりでも 5 月に再度郷土資料の

寄贈が呼びかけられ、6 月から「ふじみ諸史縁起」の
連載が開始された。町文化財保護委員が交替で執筆し
た。7 月には郷土史同好会の結成と入会が呼びかけら
れたが、本格的な活動に至らなかった。
昭和 45 年(1970)9 月から翌年 3 月にかけて、鶴瀬

公民館主催で全 8 回の郷土史教室が開かれた。郷土
史研究者が交替で講師を務めた。
昭和 46 年(1971)1 月、郷土史教室の講師陣と参加

者を主体として、郷土史同好会が正式に発足した。会
長山口和夫、副会長大竹正太郎、ほかに伊藤正和、加
藤和徳など合わせて 20 名の会員であった。3 月には
会誌『郷土ふじみ』が創刊された。翌年第 2 号を刊
行し、会員は 43 名に及んだ。この号から小口の版画
が表紙を飾り、同氏は名誉会員となった。

2.2. ふじみ版画の会
小口益一（1918-2009)は、長野県出身の版画家で

ある。立体版画など多彩な版画技法を開発し，それら
を駆使した作品で知られている。作品のテーマは土器
や埴輪から、遡って生命の根源へ迫っていった。昭和
37 年(1962)に鶴瀬団地に入居し、45 年(1970)1 月に
同団地の主婦を中心とする“ふじみ版画の会”の発足に
かかわった。同会は、月例の研究会で小口に指導を受
けて版画の各種技法を身につけた。毎年春秋の文化祭
に作品を展示していたが、その集大成ともいうべき 47
年(1972)11 月の市民文化祭に向けて『富士見文化財
かるた』を制作することになった。

2.3. 富士見文化財かるた誕生
同かるたが完成するまでの経緯は、小口により複数

の文献で紹介されている。小口(1973.4, 1977, 1984a)
から抜き書きする。着想は、市制施行の喜びもそこそ
こに市政が揺らいでいた昭和 47 年(1972) 4 月のこと
であった。

“そのころの私と言えば…いわゆる埼玉都民の一
人であった…新しい町づくりは町民の一人一人
が、その居住地に愛着を持つことであり、それに
はまず町を知ることから始めなければならないこ
とに気がついた”“その頃…版画の旧友の谷田川卓
氏のつくった「鹿島文化財かるた」の存在を知り
…入手しました。…町のなりたちや、風物、文化
財等をとおして自然発生的に新しい居住地に愛着
を感じる…そのひとつの手段として「富士見文化
財かるた」を頭に描いてみました…ふじみ版画の
会の会員で、富士見市郷土史同好会員でもある伊
藤正和氏にこの計画を相談したところ両手をあげ
て賛成してくれ、文化財の選定、読み言葉、およ
び解説文の作成を同好会員にはかってくれ…伊藤
氏が全部ひきうけることになりました…文案が完
成したのが七月末日”

8 月は多忙だったため、9 月初めに小口と伊藤で文
化財をめぐった。文化財ごとに下絵を描き版画技法を
検討したのち、9 月 8 日の会で分担を決めた。会員は
自転車で再度現地をまわるなどしたものの制作は、は
かどらず、また、文字札の印刷にも誤算があり、厳し
いスケジュールに追い込まれた。最後は会員の家族に
も手伝ってもらい、11 月 1 日にようやく完成し、11
月 3 日の市民文化祭で展示することができた。
最初は、市内小中学校への寄贈用など 40 組だった

が、頒布の求めに応じて 48 年末までに 300 組を増刷
した。一方、48 年 7 月に、印刷会社により手札サイ
ズの普及版を 2000 組制作した。50 年から版画の会
の新会員が第 2 期の手刷りを行い、翌年 6 月に 100
組を完成させた。
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第 7図 富士見文化財かるた(第 1 期前半)

第 8 図 富士見文化財かるた(普及版)

第 9 図 富士見文化財かるたのあいさつ文
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第 10 図 富士見文化財かるた(第 1 期後半) あ～く
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第 11 図 富士見文化財かるた(第 1 期後半) け～た
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第 12 図 富士見文化財かるた(第 1 期後半) ち～ね
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第 13 図 富士見文化財かるた(第 1 期後半) の～み
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第 14 図 富士見文化財かるた(第 1 期後半) む～り



- 15 -

第 15 図 富士見文化財かるた(第 1 期後半) る～を・箱
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2.4. 富士見文化財かるたの特徴(1)
絵札
富士見文化財かるたが、発案において鹿島町文化財

愛護かるたの影響を受けたことは、箱に貼付された例
言の構成や箱絵が鹿島町と酷似することでも裏付けら
れる。しかし、他は相違点の方が多い。
小口は最初に次のように構想した(小口 1973.4)。
①手刷の版画で作る
②普通のかるたの倍位の大きさにする
③文案は市民より募集する
④制作はふじみ版画の会のメンバーで行う

このうち③は鹿島町と同じ方針だったが、伊藤がす
べてを引受けることになった。①②④は、版画の会の
活動テーマとするためであり、このかるたの個性の多
くはこれに起因する。絵札の方針が先立つカルタは珍
しい。
単に版画にするだけならば、江戸時代のように、1

枚の版に数十枚の札をまとめて彫り、刷ってから切離
すという方法が簡便である。しかし、会員に教えた各
種の版画技法を発揮させることや、会員に振分けるこ
と、作品として発表することを考えると、個々の絵札
を独立した版とし、扱い慣れた葉書サイズとすること
が適当となる。また、会員の習熟度の差に対応できる
よう、簡潔なデザインと細密なデザインを混ぜている。
結果として、図柄や技法の多様性が独特の雰囲気を生
んでいる。色彩も多く、平均 3.8 色を数える（同時に
数色を印刷できる技法もあるため、色数＝版数ではな
い）。
小口(1984a)で、絵札 45 枚のうち 19 枚の作者や技

法を解説している。作者は 10 名登場する。箱に明記
された 9 名の他に、当時公民館職員だった若槻英隆
(1943-)の名がある（若槻は社会教育専門職員という
立場から、郷土史同好会の成立や市内の版画文化の興
隆に大きな役割を果した）。
カルタに付属する別紙でも、個々の札がどの版種で

刷られたかと、その簡単な解説が記されている。用い
られた版種は
凸版：木版、フェルト版、紙版、芋版、亜鉛凸版
凹版：エッチング
孔版：シルクスクリーン、ステンシル、謄写版
凹凸版：立体版

の 10 種で、1 枚の札に複数の版種が組み合わされた
ものも多い。版種は絵の内容で使い分けられ、
ステンシル：民話、祭など素朴な感じのもの

立体版：石仏、土器など
エッチング：風景描写
木版：民俗芸能、民家など

といった具合であった。厚紙に直接刷ることができる
シルクスクリーンとステンシルが最も多く、木版は和
紙、エッチングは画用紙に印刷してから貼り合せたと
いう。
版の比較により、1 次製作前半→普及版→ 1 次製作

後半→ 2 次製作、という順番が把握できた。刷り手
が習熟した 1 次後半が、色合が最も良く出ている。
［あ］の読み句は市内すべてに当てはまりうる。テ
ーマは鶴瀬団地とされ、絵札に団地の写真が用いられ
る。これは版画の会が団地住人主体であればこそで、
このカルタの原点を象徴したのである。また、戦前の
犬棒カルタは［い］の札のみ赤く塗られることが多か
った。句意に沿ったとはいえ、ほぼ全面に赤をかけた
のは、これを踏まえた小口の趣向かもしれない。
経費節約のため、字札もシルクスクリーンによる版

画とした。11 ポイント明朝体の解説文がうまく出せ
ずに苦労したという。先例と異なり解説文を表面に印
刷したのは、工程の節約とともに、展示が当初からの
目的にあったからだろう。これは、遊びながらでも解
説文が目に入るという効果を生んだ。

2.5. 富士見文化財かるたの特徴(2)
読み句
読み句を選定した伊藤正和(1927-)は、宮城県で生

まれ育ち、東京都に勤めた。若くから考古学に関心が
あり、終の住処は、水子貝塚がある富士見を選んだ。

つい す み か

昭和 40 年(1965)に転入し、地域のさまざまな文化財
を調査してきた。岡鹿之助に洋画を学んでいたことか
ら、小口と交遊するようになった。この 2 人の結び
つきがなければ、富士見文化財かるたは生まれなかっ
た可能性が高い。
読み句の第 1 の特徴は、五七五であること。先例

の郷土カルタが七五型主体であるのは、歴史的経緯に
すぎない。読み句を文化財の単なる紹介ではない叙述
とするには、最短の定型詩といわれる十七文字が適当
であった。わずか数字の違いが実に大きい。各読み句
から数文字削るとどうなるかを試みると実感するはず
である。五七五型をはっきり逸脱するのは 3句ある。
[と][ふ][て]である。このうち[て]は五七五でまとまっ
ているのにあえて擬音“ゴーン”を付けている。これに
ついて作者は、「遊びです。この一言で、読み手も取
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り手も楽しめるのです」と語った。実際、経験者から
「“大応寺ゴーン”だけは覚えている」との証言もある。
読み句で取上げられたテーマには次のような傾向が

あり、この地域の歴史的特徴を反映している。
遺跡の札が多い 石造物の札が多い
偉人の札が無い 特産品の札が無い

札の配列に先例と異なるアイウエオ順を採用した。
配列の筆頭札には象徴的な語句が用いられることが多
い。伊丹も鹿島も武蔵府中もそうだった。富士見の筆
頭札の［あ］の句にも富士山が入り、句の内容は市内
すべてに当てはまりうる（見晴しが良い南向きの窓で
あれば）。ただしテーマは鶴瀬団地とされる。これに
ついては、絵札の特徴で前述した。
文化財保護を訴えた［ら］は、鹿島の［わ］とテー

マを一つにし、文化財愛護マークをあしらった絵札が
同じである。この札の読み句について伊藤は「このカ
ルタに込めた思いを表したもの」と語っている。
作者は、子供に楽しんでもらいたいと思いながら読

み句を選んだが、学校の先生から「子供には難しい言
葉が多い」と言われてしまったという。

2.6. 富士見文化財かるたの特徴(3)
名称・付属品
地域名＋"文化財" という名称は、このカルタが初出

である。現在までに 12 例が知られるが、そのうち 4
例が埼玉県内である。
手刷版は、箱も手作りした。用紙のつなぎ目（側面

の角）は、薄い紙を貼ることによって留めている。身
の箱の一長辺が開くようになっているが、これは本格
的なカルタの箱と同じである。札が大きいので、全札
を重ねて一山にして納める。箱の平面サイズは札を 4
分して収めるタイプの百人一首に近い。
付属の別紙は、片面に一覧表、片面に文化財イラス

トマップを印刷している。48 年(1973)4 月開校の水
谷東小学校が描かれているので、当初からのものでは
なく、おそらく普及版の付属品として作成し、手刷版
にも加えたのであろう。構成は同年 1 月発行の武藏
府中例を参考にしているが、版種の欄と版種の説明表
がある点は独特である。

第 16 図 {ゆ}の絵札。左から第 1期前半、普及版、第 1期後半、第 2期)。左 2 点と右 2点で版が異なる

第 17 図 {さ}の絵札。芋版の部分（コロボックル）は毎回版が異なる
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第 18 図 富士見市文化財かるた内容一覧

第 19 図 富士見市文化財かるた所在図
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3. 富士見文化財かるたの影響

3.1. マスメディアの反応と周知活動
市民文化祭で発表する直前の昭和 47 年(1972) 11

月 1 日、朝日新聞埼玉版に「富士見の文化財をカル
タに 団地の主婦が手作り」という大きな記事が掲載
された。この記事をきっかけに文化祭に来て「市内に
このようなものがあったのか」と並んで見学する新旧
住民の姿があったという。
このほか、現時点で次の記事を確認している。
1973.1.5 朝日新聞埼玉版「文化財かるた大流行
富士見 鶴瀬団地のお正月」
1973.1.9 埼玉新聞西北版「これは珍しい！ 富士
見文化財かるた」
1973.8.17 埼玉新聞「郷土の歴史をカルタに 富
士見団地の主婦が版画制作 普及版も印刷」
テレビでも数回採り上げられた。54 年(1979)にテ

レビ埼玉が開局するまで、埼玉県の広報番組は、関東
地方を放映地域とする民放で放映されていた。現在よ
りも多くの視聴者の目に触れていたと推定できる。
47 年(1972) 12 月、ＮＨＫの朝の番組に生出演し

た（『スタジオ 102』と推定される）。スタジオで手刷
りを実演し、大きな反響があったという。
年明けの 1 月 10 日(水) 15:45-16:00、フジテレレ

ビ『こんにちは埼玉』で紹介された。団地で収録し、
手刷りや子供のカルタ取りを実演した。
同 8月 25 日(月)8:00-8:15 にＮＥＴ（現テレビ朝日）

『ふるさとの詩』（自治省<現・総務省>の広報番組）
で「主婦と版画と子どもたち」の副題で紹介された（小
口(1973.11)で概要を知ることができる）。
50 年(1975)12 月 21 日(日) 8:45-8:55 日本テレビ

『埼玉だより 郷土めぐり－富士見市』はカルタを軸
に市内の様子を紹介した。
以上のうち『こんにちは埼玉』と『埼玉だより』は

県が保存していた映像を、会場内で上映している。当
時の市内風景の映像としても貴重である。
『月刊社会教育』1973 年 4 月号では小口自身によ

るレポートが掲載された。小口はその後も数回、同誌
で地域文化についての記事を執筆し、カルタにも言及
している。この雑誌は、全国の社会教育関係者が購読
している雑誌である。すなわち、埼玉県内に限らず他
の地域の郷土カルタの一部も、富士見文化財かるたを
先例として発想された可能性がある。

また、50 年(1975)1 月 8 日の朝日新聞西埼玉版（限
定）に「ぼくらのかるたはママの手づくり 富士見の
児童館」という記事が載っている。記事の趣旨は児童
館で文化財かるたが楽しまれているというものだが、
“市長が全国市長会などで披露してかっさいを受け、
それ以来、全国各地で同じような「かるた」がはやっ
ている。”と締めくくる。当時の市内には、ブームの
先駆けになったという意識があったことが伺える。

3.2. 富士見の版画文化
文化財かるたの成功もあって、市内では版画による

文化活動が盛んとなった。
昭和 48 年(1973)、鶴瀬公民館版画講座の受講者に

より版画絵本『あとかくしのゆき』と『海』が制作さ
れ、文化財かるたと同様に大きな反響があった。
52 年(1977)、南畑公民館版画講座の受講者により

版画カレンダーが制作された。
58 年(1983)には図書館友の会により、市内の伝説

に基づく版画絵本『作べえさん』が制作された。同じ
く 58 年(1983)に“版画サークル・ふじみ”により「水
子貝塚」、60 年(1985)には“はんの会”により「けもの
の貌を持つ土器」が共同製作された。これらは広域的
な版画の交流展に出品された。
この他にも、多くの個人作品や社会教育事業に伴う

版画が小口(1985)で紹介されている。後述の創作カル
タのうち 2例も版画で製作された。
1970 ～ 80 年代の市内の地域文化を語る上で、版

画は欠かせない存在であり、しかも文化財の普及活動
と結びついていた。

第 20 図 『埼玉だより』の画面

（彩の国ビジュアルプラザ提供）
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第 21 図 版画用具の各種

第 22 図 版画絵本「作べえさん」

第 23 図 共同製作版画「水子貝塚」・「けものの貌を持つ土器」
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3.3. 富士見市の創作カルタ
富士見文化財かるた以降、市内で創作されたカルタ

（読み句のみのものを含む）は 5 件を把握している。
制作母体により 3種類に分けられる。
第 1 は公民館または地区を活動拠点とする団体に

よるもので、3 件ある。いずれも市民の関心が高いテ
ーマによる。『健康かるた』(1978)は、南畑公民館を
拠点とする高齢者学習団体「しもつき会」が作成した。
会の社会貢献活動として企画され、小口の指導を受け
た手刷版画である。『平和かるた』(1987)は、水谷東
公民館の高齢者学級を母体とする。この学級の、戦争
体験をテーマとする文集で“戦時かるた”を発表した参
加者があり、それを 1 年かけてカルタ化した。版画
は小口が指導し、図書館友の会も協力した。『福祉い
ろはカルタ』(2011)は、水谷東地区社会福祉協議会の
事業で、複数年の事業として実施したことがユニーク
である。いろは歌を区切って、1 年に数文字ずつ読み

句を募集し、7 ～ 8 年かけて読み句が揃った。次に絵
札の募集も試みたがうまくいかなかったため、漫画家
志望の住民に依頼して絵札が完成した。
次に学校を母体とするカルタとして『針小郷土かる

た』(1985)がある。昭和 59 年(1984)の開校直後に、
一体感を育むために校長が企画した。初年度は冬休み
の宿題として読み句を考え、2 年目に絵札を制作し、
第 1 回カルタ大会を実施した。以後、現在まで 1 月
のカルタ大会が継続している。制作時期や方法、大会
の開催などから、『さいたま郷土かるた』の影響が考
えられる。
最後に、地域史学習団体が母体となる『郷土史いろ

はかるた』(1989)がある（→ 29 ページ）。これは「富
士見市郷土史を知る会」の記念誌に、同会の記録係を
つとめた菅沼重夫が発表したもので、札は制作されて
いない。菅沼は発表後も推敲を重ねており、現在は「郷
土史編」「武蔵野台地と湧き水編」の 2編からなる「富
士見郷土史カルタ」となっている。

第 24 図 健康かるた
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第 25 図 針小郷土かるた

第 26 図 平和かるた

第 27 図 福祉かるた（水谷東公民館蔵）
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3.4. 近隣の郷土カルタ
埼玉県入間地区では、富士見から 2年位内に 3 組、8

年後までにさらに 2 組の郷土カルタが作られている。
全国的に郷土カルタブームが始った時期ではあるが、
これほどの密度で製作された地域は他に無い。旧郡域
を基礎とする地区ブロックは、行政的な情報交換の機
会が多く、富士見例を発端に広まったと理解してよい
が、武蔵府中例の影響もある。
文化財愛護モデル地区に指定されていた川越市が制

作した『川越市文化財かるた』(1973)は、歴史ある町
にふさわしく、すべての札が指定文化財を主題とする。
もっとも、市民から読み句を募集した時には“川越の
特色を読込んだもの” “文化財保護をうたったもの”
“躍進する川越の姿をたたえるもの”も対象で、入選作
にも含まれていた（埼玉新聞 1973.3.10）。編集の過
程でほとんどの入選作が不採用となり、指定文化財カ
ルタに様変りしたのであった。また、絵札の応募者の
中から池原昭治が選ばれて、すべての札を描くことに
なった（東上新聞 1973.4.1）。
『狭山市郷土かるた』(1974)は、公民館を拠点とす

る地域学習グループが作った。字札と絵札の縁の色が
異なる点など、川越の影響が強い。川越例では市街中
心地の分布図がある別紙一覧表の左が空白となってい
る。絵札も狭山市在住の池原が描いている。現在「童
絵(民話絵)」の第一人者として著名な池原は、当時、
東映動画から独立した直後だった。これらのカルタは
その時期の作品としても貴重である。川越例はアニメ
原画のように濃淡が無い彩色で、狭山例は筆遣いが見
える情緒的な彩色という違いがあることも、興味深い。
群馬県の『太田市市民憲章カルタ』(1980)は、同じく
池原が絵を描いているからか、箱や別紙の体裁が狭山
とよく似ており、同県の『富岡市民憲章かるた』(1987)
にも継承されている。
『所沢市郷土かるた』(1974)は、箱や札の体裁、七

五型中心の読み句など、武蔵府中例の影響が強い。地
理的・歴史的なつながりを反映しているだろう。[所]
を頭字とする札がユニークである。なお、別冊太陽 9
号で 1970 年発行とあるのはあやまりである。
『入間市郷土かるた』(1979)は、洋画家の高橋卯八

を中心に制作された。他例に比べ札の長辺が短い。原
画キャンバスの縦横比を反映したのであろうか。
『坂戸市文化かるた』(1980)は、縁と裏面を同じ色

に刷ること（本格的カルタの模倣）、頭字が四角いこ
と、箱が引出し式、など独自な特徴が多い。

『飯能郷土史かるた』(1983。写真なし）は、飯能
郷土史研究会が作成した。狭山例との共通点が多いが、
絵札のデザインは坂戸例に共通している。
地区は異なるが、富士見市と同じ東武東上線沿線の

『和光市文化かるた』(1983。写真なし）は、和光市
文学散歩同好会が数年をかけて自主制作した。札が一
回り大きく、解説文が絵札の裏にあり、字札が墨書で
頭字を強調せず、と個性に富む。｛ぬ｝の読み句が富
士見文化財かるたと同じで、興味深い。
入間地区の動きを受けて埼玉県全域を対象とするカ

ルタも作られた。
『埼玉かるた』(1974)は、熊谷市の新興住宅地の主

婦 2 名が制作した。読み句の一部や、字札裏の解説
文の構成、読札が墨書であるなどの諸点で上毛かるた
を参考にしている。一方、札や箱のサイズは川越・狭
山例に近似する。読み句に七五・七七型と五七五型が
混じる点も、混合的性質をよく示す。当時の県知事（畑
和）の推薦文がついている。
昭和 57 年(1982)11 月『さいたま郷土かるた』が、

埼玉県教育委員会により制作された。埼玉県子ども会
連絡協議会が協力しており、同年度から、「さいたま
郷土かるた県大会」が開催され続けている（平成 18
年度から「彩の国 21 世紀郷土かるた県大会」）。大会
の運営や、カルタに同封される競技方法などは、上毛
かるたを参考にしている。一方、札のサイズや五七五
の句形、イラストマップの添付は県内の先例と共通す
る。このカルタは子ども会組織を通して大きな影響力
を持ち、以後県内で制作された郷土カルタ（特に公的
なもの）のほとんどがこれに類似する。富士見市近隣
の例では『あさか郷土かるた』(1989)、『しき郷土か
るた』(1993)、『かわごえ郷土カルタ』(2002)がある。
『さいたま郷土かるた』の影響は県内にとどまらない。
千葉県（『房総子どもかるた』等）や東京都（『豊島
区郷土かるた』等）にもその影響が広がっている。
時期的に『さいたま郷土かるた』の刺戟は否めない

が『にいざかるた』(1984)は独特である。市立陣屋小
学校の教員が中心になり制作した。同教員は群馬県出
身であり発想の原点は『上毛かるた』だという。絵札
は小学生の絵、読札は墨書、謄写版でボール紙に印刷
し切断、色鉛筆やフェルトペンで着色、という製作方
法はおおむね伊丹例と共通する。直接の参照関係は無
いが、製作環境の共通性による。
なお、富士見市と最も交流の深い入間東部地区の上

福岡市（現・ふじみ野市）、大井町（同上）、三芳町
では、郷土カルタが作られていない。
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第 28 図 川越市文化財かるた

第 29 図 所沢市郷土かるた（所沢市教育委員会蔵）
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第 30 図 狭山市郷土かるた（狭山市入曽公民館蔵）

第 31 図 入間市郷土かるた（入間市博物館蔵）
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第 32 図 坂戸市文化かるた（鶴瀬公民館蔵）

第 33 図 さいたま郷土かるた
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第 34 図 にいざかるた（山口勇蔵）

第 35 図 しき郷土かるた
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3.5. 富士見市の文化財保護への影響
富士見文化財かるたは、市内の文化財への関心を高

めた。これに応えるべく、昭和 48 年(1973)12 月、『富
士見のさんぽ道』が富士見市郷土史同好会から刊行さ
れた。会員 12 名（市の文化財専門職員も含む）が分
担執筆した。市内各所の文化財や見どころ 52 項目を
各 1 ～ 2 ページで紹介している。富士見文化財かる
たで取り上げられた事物は、地蔵山を除きすべて採り
上げ、針ヶ谷地区と南畑地区の文化財を 9 件補う。
富士見文化財かるたの解説書を強く意識した企画であ
る。あとがきにこう記される。

“「何か手ごろな郷土史の本はないか？」と、よ
くご質問をうけるたびに、私たちは心苦しい思い
…(略)…この小冊子が皆さんのご要望に少しでも
お応えできたなら望外の喜び”
同書は翌年 6 月に市教育委員会から増刷された。

そのあとがきにこう記される。
“富士見市は、行政にたよらないで市民の手によ
る郷土の歴史研究は、他の市町村に優るとも劣ら
ない…(略)…できうれば市民（団体）と行政が一
体となって取りくめる姿勢とか条件をお互いにつ
くりあげていく…(略)…今回…(略)…郷土史同好
会の熱意と努力に富士見市（行政）がやっと答え
られた”

55 年(1980)に出版された『富士見風土記』は、『ふ
じみの散歩道』の改訂版として企画され、文化財審議
会委員が分担執筆した。分類別の配列で、57 項目が
解説される。『散歩道』で採り上げられなかった話題

を積極的に採り上げており、改訂版というよりも相補
う資料といった方が内容をよく表す。
以上の 2書は、市内の文化財の総括的な解説として、

いまなお代るものがない。内容が古びた部分はあるが、
それも執筆時点の状況記録として意義が高い。
富士見市郷土史同好会は、昭和 50 年代には会とし

ての活動が不活発になったが、会員は個人として、あ
るいは文化財審議会の委員として、文化財の調査や保
存に尽力した。その一人の大竹正太郎を講師として、
昭和 55 年(1980）に「富士見市郷土史を知る会」が
結成された。会員は鶴瀬公民館郷土史セミナーの参加
者だった。同会は平成元年(1989）に解散したが、そ
の記念誌『むさしの』に、同会の記録係をつとめた菅
沼重夫が「郷土史いろはかるた」を発表した。

3.6. 富士見文化財かるたの活用
富士見文化財かるたは、定期的なカルタ大会が開か

れなかったことも大きな要因となり、市内の子供の遊
具としては定着しなかった。しかし、郷土の歴史的事
象を簡潔に表現した「作品」として活用されている。
平成 6 年(1994）開館の市立中央図書館は、階段壁面
のタイルに 16 組の絵札・読み句を焼付けている。平
成 12 年(2000）開館の難波田城資料館は、常設展示
室の鷹場を解説するパネルに[き]の札を使っている。
平成 25 年(2013) 4 月、市立関沢児童館が、富士見

文化財かるたを 58 × 46cm のジャンボかるたに仕立
て、「子どもフェスティバル」で子供達を遊ばせた（貸
出も行っている）。このように活用されることは、作
者の願いにもかなうであろう。

第 36 図 富士見市の文化財ハンドブック



- 29 -

らなねつそれたよかわおるぬりちとへほにはろい 　
　
　
　
　
　
　
　
（
菅
沼
重
夫･

作
、
大
竹
正
太
郎･

監
修 

1
9
89)

　
郷
土
史
い
ろ
は
か
る
た

乱
世
の 

昔
を
偲
ぶ
城
の

跡

南
朝
に 

忠
誠
示
し
た
供
養
塔

念
願
を 

銭
で
綴
っ

た
奉
納
額

伝
え
来
し 

難
波
田
城
主
の
五

輪
塔

そ
こ
こ
こ
に 

僅
か
に

残
る
古
墳
跡

礫
層
に 

夏
枯
れ
も
な
く
湧
く
清
水

田
の

中
に 

家
畜
の
た
め
の

避
難
場
所

世
を
す
ね
て 

遺
臣
の

残
党
興
禅
寺

観
音
が 

百
基
も
並
ん
だ
薬
師
堂

若
者
の 

汗
に
ま
み
れ
た
力
石

大
銀
杏 

樹
令
重
ね
て
六
百
年

類
例
は 

桑
名
に
一

社
の
一

目
蓮
社

ぬ
き
ん
で
た 

大
形
板
碑
で
不
浄
門

臨
終
に 

死
後
も
救
う
と
医
者
坊
主

近
づ
け
ば 

空
洞
か
ら
「

丁
半
」
大
け
や
き

東
京
へ 

大
正
三

年
岡
蒸
気

平
坦
な 

台
地
に
一
つ

地
蔵
山

帆
を
あ
げ
て 

新
河
岸
川
の

高
瀬
舟

日
本
の 

先
住
民
族
コ
ロ

ボ
ッ

ク
ル

埴
山
姫 

土
の

神
様
榛
名
さ
ま

路
傍
に
も 

歴
史
を
語
る
道
し
る
べ

い

か
め
し
く 
鎧
兜
の

勝
軍
地
蔵

すせもひしみめゆきさあてえこふけまやくのうむ
過
ぎ
し
日
の 

名
残
り
を
伝
え
る
長
屋
門

戦
争
の 

い

た
み
を
今
も
忠
魂
碑

門
柱
に 

残
る
一

揆
の

傷
の

跡

ひ
っ

そ
り
と 

白
山
信
仰
石
の

塔

師
を
慕
い 

遺
徳
を
偲
ぶ

筆
子
塚

み
あ
げ
れ
ば 

鐘
楼
門
の

大
応
寺

め
ぐ
り
来
る 

庚
申
精
進
供
養
塔

行
く
人
の 

無
事
を
願
っ

て
道
標
銘

禁
令
を 

お
か
し
て
巨
大
な
石
の

墓

境
に
も 

地
域
を
護
る
錫
杖
権
現

争
い
は 

堤
を
め
ぐ
っ

て
百
余
年

低
地
に
も 
古
墳
時
代
の

住
居
跡

疫
病
を 
鎮
め
た
道
場
の

弁
財
天

弘
法
の

描
い

た 

本
尊
阿
弥
陀
堂

富
士
見
市 

国
定
史
跡
の

水
子
貝
塚

結
衆
の 

月
待
板
碑
と
私
年
号

回
す
音
で 

二

世
安
穏
車
地
蔵

山
路
が 

か
つ

て
は
人
馬
の

鎌
倉
路

栗
谷
津
の 

水
源
護
る 

倶
利
伽
羅
不
動

農
民
の 

悲
願
実
っ

た
南
畑
争
議

牛
馬
を 

守
護
し
た
路
地
の

観
音

村
人
の 

暮
し
に
生
き
た
修
験
道

第 37 図 富士見市立中央図書館階段壁面

第 38 図 難波田城資料館の展示パネル

第 39 図 ジャンボ文化財かるた

（2013 年富士見市子どもフェスティバル

写真提供：関沢児童館）
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『富士見文化財かるた』関連年表
年 富士見市の動き（カルタと文化財保護） 他地域の動き

1947 12月 上毛かるた発行。翌年2月に第1回県大会

1955 この頃、山口和夫が鶴瀬村の板碑調査をはじめる

1956 9月 三村合併により富士見村成立

1957 9月 富士見村文化財保護条例制定

1963 山口和夫編富士見村文化財保護委員会発行「板碑収録」

1964 4月 町制施行

1966 4月 文化財保護委員会の「文化財愛護モデル地区」制度始る 
5月 伊丹市で「寺本公団文化財愛護少年団」結成

1967 1月 寺本…少年団が『文化財愛護かるた』作成（手製）

1968 11月 国文化財保護審議会が水子貝塚を史跡指定の答申 4月 伊丹市や鹿島町が昭和43・44年度文化財愛護モデル地区 
12月 社会教育だよりで郷土資料寄贈の呼びかけ 6月 国家組織再編により文化庁設立

1969 5月 社会教育だよりで郷土資料寄贈の呼びかけ

6月 社会教育だよりで「ふじみ諸史縁起」連載開始

7月 社会教育だよりで富士見町郷土史同好会のお知らせ

9月 水子貝塚国史跡指定告示 12月 伊丹市で『文化財愛護かるた』刊行

1970 1月「ふじみ版画の会」発足

8月 加藤和徳『入間郡東部 路傍の庚申塔収録』発刊 
　　以後、加藤は毎年のように石造文化財を報告

9月 公民館主催郷土史教室開始

12月 パンフレット『ふじみ諸史縁起』発行

1971 1月 富士見町郷土史同好会本格的に発足

3月『郷土ふじみ』創刊号

4月 教育だよりに郷土史同好会のお知らせ

　　文化財専門職員採用 11月 鹿島町文化財愛護協会が『文化財愛護かるた』発行

1972 3月 入間東部4町合同遺跡分布調査

11月「富士見文化財かるた」発表 12月 川越市が文化財かるた公募

1973 4月 広報ふじみで同好会員分担執筆「郷土の歴史」連載開始 1月 武蔵府中郷土かるた刊行

7月 南畑八幡神社獅子舞保存会結成

8月「富士見文化財かるた」普及版を制作

　　吉川・伊藤・大竹『富士見の石仏』郷土史同好会

　　入間東部地区合同民俗調査開始

　　市立考古館開館

11月 難波田氏を語る会

12月 郷土史同好会が『富士見のさんぽ道』発刊 12月 川越市文化財かるた刊行

1974 2月 所沢市郷土かるた刊行

6月 富士見市教育委員会により『富士見のさんぽ道』増刷 5月 狭山市郷土かるた刊行

10月 社会教育だよりで「古文書等の把握についてお願い」 11月 別冊太陽『いろはかるた』

1975 3月 南畑公民館で農具展

11月 市指定文化財初指定

1976 5月 社会教育だよりで郷土史同好会再出発のお知らせ

6月 『唄』伊藤正和私家版

8月 加藤和徳『入間東部の石造文化財』入東史談会

1977 2月 「扇だこ」つくり講習会

4月 富士見市扇だこ保存会発足

7月 『南畑八幡神社獅子舞』伊藤正和著、保存会発行

11月 郷土伝統文化大会(第1回)開催

市史編さん事業始まる

1978 12月 『郷土民芸　扇だこのつくりかた』富士見市教育委員会

1979 3月 『お年寄りの語る郷土の昔ばなし』『ふじみの伝説昔ばな  
し資料編(一)』富士見市教育委員会 12月頃 入間市郷土かるた刊行

1980 1月 鶴瀬公民館郷土史セミナー参加者が「富士見市郷土史を知
る会」を設立

3月 『富士見風土記』『ふじみの伝説昔ばなし　資料編(二)』  
富士見市教育委員会　 12月 坂戸市文化かるた刊行

1981 考古館拓本講習会参加者による庚申塔採拓活動開始。83年から
「考古館友の会拓本部会」になる
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